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恵那市の情報を分かりやすくお伝えします！

今月の

ベスト
ショッ

ト

棚田で
豊作願

う灯祭
りを開

催

　中野
方町の

坂折棚
田で 5

月 31
日、

豊作な
どを願

う「田
の神灯

ともしび 祭り」
が行

われま
した。

広場で
は、山

や田ん
ぼに

見立て
た木や

竹に取
り付け

たろう
そく

に、子
どもた

ちが火
を点灯

。棚田
のあ

ぜにも
ともさ

れ、暗
くなる

と、星
空の

ような
光景が

広がり
ました

。その
中で

は、ち
ょうち

ん行列
が行わ

れ、参
加者

は幻想
的な景

色を楽
しみま

した。
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え
な
し
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ

　

　
自
分
で
作
る
楽
し
い
工
作
や
、
科
学
の

不
思
議
な
体
験
が
で
き
ま
す
。
子
ど
も
が

好
き
な
ス
ラ
イ
ム
や
小
物
作
り
な
ど
約
２０

の
ブ
ー
ス
を
用
意
し
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
１９
日
㈯
、
２０
日
㈰
午
前
１０

時
～
午
後
３
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
料
金
　
無
料
（
材
料
費
が
別
途
必
要
）

　
　
え
な
し
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員

会
（
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
志
２
５
―

５
１
２
１

恵
那
納
涼
水
上
花
火
大
会

　
３
艘そ

う

の
船
か
ら
打
ち
上
げ
る
花
火
の
競

演
と
湖
面
に
映
え
る
姿
が
見
も
の
で
す
。

峡
谷
に
は
、
約
２
０
０
０
発
の
迫
力
あ
る

音
が
響
き
わ
た
り
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
２６
日
㈯
午
後
８
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
峡
さ
ざ
な
み
公
園

　
　
市
観
光
協
会
志
２
５
―
４
０
５
８

道
の
駅
縁
日

　
花
火
大
会
や
ビ
ン
ゴ
大
会
、鳴
子
踊
り
、

ミ
ニ
音
楽
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
２６
日
㈯
午
後
３
時
～
９
時

□
と
こ
ろ
　
道
の
駅
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・

山
岡

　
　
道
の
駅
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・
山
岡
志

５
９
―
０
０
５
１

福
寿
苑
夏
ま
つ
り

　
上
矢
作
町
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
太
鼓

の
演
奏
や
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
２６
日
㈯
午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿

苑
（
上
矢
作
町
）

　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿
苑
志
４

８
―
３
１
６
１

小
里
川
ダ
ム
見
学
会

　
普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
ダ
ム
の

堤
体
内
の
ゲ
ー
ト
室
な
ど
を
見
学
で
き
ま

す
。

□
と
き
　
７
月
２６
日
㈯
❶
午
前
１０
時
半
❷

午
後
０
時
半
❸
午
後
２
時
半

□
と
こ
ろ
　
小
里
川
ダ
ム
管
理
支
所

□
定
員
　
各
３０
人
（
先
着
順
）

□
締
め
切
り
　
７
月
２５
日
㈮
午
後
４
時

　
　
　
小
里
川
ダ
ム
管
理
支
所
志
５
９

―
０
０
５
６

い
わ
む
ら
夏
ま
つ
り

　　
こ
と
し
で
６７
回
目
の
大
変
装
行
列
を
開

催
し
ま
す
。
町
内
会
な
ど
が
工
夫
を
凝
ら

し
た
変
装
や
企
画
で
町
並
み
を
練
り
歩
く

歴
史
と
伝
統
の
祭
り
で
す
。
手
作
り
の
出

し
飾
り
や
あ
ん
ど
ん
な
ど
も
見
も
の
で

す
。

□
と
き
　
▽
大
変
装
行
列
＝
８
月
２
日
㈯

午
後
６
時
　
▽
子
ど
も
み
こ
し
＝
３
日
㈰

午
後
１
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
町
本
通
り

　
　
い
わ
む
ら
夏
祭
り
大
変
装
行
列
実
行

委
員
会
（
恵
南
商
工
会
岩
村
支
所
内
）
志

４
３
―
２
６
３
６

　
子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み
に
入
る
７
月
か

ら
市
内
各
所
で
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
祭
り
や
花
火
大
会
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
自
分
が
行
き
た
い
祭
り
な
ど
を
選
ん
で

参
加
く
だ
さ
い
。

い
わ
む
ら
城
下
町
土
曜
夜
店

　
電
線
類
の
地
中
化
で
城
下
町
の
街
路
灯

も
雰
囲
気
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
風

情
あ
る
夜
の
城
下
町
に
、
昔
な
が
ら
の
出

店
が
並
び
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
１２
日
、
１９
日
（
毎
回
土
曜

日
）
午
後
７
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
町
本
通
り

　
　
岩
村
町
商
店
会
（
松
浦
軒
本
舗
）
志

４
３
―
２
３
２
９

明
智
ぎ
お
ん
祭

　

　
家
々
の
軒
先
に
飾
ら
れ
た
赤
ち
ょ
う
ち

ん
が
、
夜
に
は
風
情
豊
か
に
と
も
り
、
大

正
ロ
マ
ン
の
町
並
み
が
幻
想
的
な
雰
囲
気

に
な
り
ま
す
。
バ
ザ
ー
や
踊
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
１８
日
㈮
～
２０
日
㈰
午
後
６

時
～
１０
時

□
と
こ
ろ
　
明
智
町
中
心
地

　
　
市
観
光
協
会
明
智
支
部
（
明
智
振
興

事
務
所
内
）
志
５
４
―
２
１
１
１

申問　：問い合わせ　　：申し込み　

問 問問

問

催 

し

問

申
・
問

問

問

人も里山も
   　熱くなる夏

▲金魚すくいを楽しむ

７月
１２日㈯ いわむら城下町土曜夜店
１８日㈮ 明智ぎおん祭（２０日㈰まで）

１９日㈯
えなしこどもフェスタ（２０日㈰まで）
いわむら城下町土曜夜店

２６日㈯

恵那納涼水上花火大会
道の駅縁日（道の駅おばあちゃん市・
山岡）
福寿苑夏まつり
小里川ダム見学会

８月
 ２日㈯ いわむら夏まつり（３日㈰まで）
 ３日㈰ ぎふ山の日イベント

 ７日㈭ 新作の能「覇王」を楽しむための学
習会

 ９日㈯
中野方町夏祭り
東野納涼夏祭り
みさと野井区夏祭り

１３日㈬
道の駅おばあちゃん市・山岡お盆イ
ベント（１５日㈮まで）
ザ・縁日ふるさと創生花火

１４日㈭

明智町納涼花火大会
寿老の滝出店（１７日㈰まで）
飯地高原納涼夏まつり
恵那まちなか市
恵那納涼夏祭りと盆踊りの夕べ
上矢作町ふるさとまつり
やまおかふるさとまつり

１５日㈮ 武並町夏まつり

１６日㈯

毛呂窪サマーカーニバル
姫栗区納涼夏祭り
みさと椋実区夏祭り
爪切地蔵尊奉納花火大会
くしはら盆踊り

２３日㈯ いわむら城址薪能

▲工夫を凝らした変装で練り歩く

2014.7.13 広報えな 2

　もうすぐ夏休みです。各地域などでは、皆さんに楽しんで
いただけるさまざまなイベントを準備しています。家族や友
達と楽しい時間を過ごして夏の暑さを吹き飛ばしましょう。
市内の夏を三つのキーワード「催し」「動く」「学ぶ」に分け
て紹介します。

明智ぎおん祭りの赤ちょうちん

恵那納涼水上花火大会 いわむら城址薪能

夏のイベント
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ぎ
ふ
山
の
日
イ
ベ
ン
ト

　
８
月
は
山
に
親
し
む
月
間
で
す
。
木
と

触
れ
合
っ
て
、
夏
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
く

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
８
月
３
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後

１
時

□
と
こ
ろ
　
県
森
林
組
合
連
合
会
東
濃
支

所
（
長
島
町
）

□
内
容
　
ク
ラ
フ
ト
体
験
や
木
工
教
室
な

ど□
定
員
　
木
工
教
室
の
み
先
着
１
０
０
人

□
料
金
　
無
料
（
木
工
教
室
は
材
料
代

５
０
０
円
が
必
要
）

　
　
県
森
林
組
合
連
合
会
東
濃
支
所
志

２
６
―
３
３
１
１

新
作
の
能
「
覇
王
」
を
楽
し

む
た
め
の
学
習
会

　
８
月
２３
日
㈯
に
開
催
さ
れ
る
「
い
わ
む

ら
城じ

ょ
う

　し

　た
き
ぎ

　の
う

址
薪
能
」
で
披
露
す
る
岩
村
を
題
材

に
し
た
新
作
の
能
「
覇は

王お
う

」
の
見
ど
こ
ろ

な
ど
を
、
出
演
者
や
作
者
が
分
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
７
日
㈭
午
後
７
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
講
師
　
辰
巳
満
次
郎
氏
（
能
楽
師
・
重

要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
保
持
者
）
他

　
　
岩
村
三
学
地
域
委
員
会
（
岩
村
コ
ミ

セ
ン
内
）
志
４
３
―
３
７
２
２

中
野
方
町
夏
祭
り

　
各
自
治
会
に
よ
る
出
店
や
約
５
０
０
発

の
花
火
、
盆
踊
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
９
日
㈯
午
後
５
時
５０
分

□
と
こ
ろ
　
中
野
方
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
中
野
方
夏
祭
り
実
行
委
員
会
（
中
野

方
コ
ミ
セ
ン
内
）
志
２
３
―
２
１
１
３

東
野
納
涼
夏
祭
り

　
盆
踊
り
や
花
火
、
バ
ザ
ー
、
抽
選
会
な

ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
９
日
㈯
午
後
６
時
半

□
と
こ
ろ
　
東
野
コ
ミ
セ
ン
駐
車
場
（
雨

天
の
場
合
は
、
花
火
の
み
１０
日
㈰
午
後
８

時
に
行
い
ま
す
）

　
　
東
野
夏
祭
り
実
行
委
員
会
（
東
野
振

興
事
務
所
内
）
志
２
６
―
２
２
４
４

み
さ
と
野
井
区
夏
祭
り

　
盆
踊
り
や
花
火
、
地
元
農
産
物
の
品
評

会
、
出
店
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
９
日
㈯
午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
南
部
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
三
郷
町
）

　
　
三
郷
振
興
事
務
所
志
２
８
―
１
０
０

１道
の
駅
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・

山
岡
お
盆
イ
ベ
ン
ト

　
昔
の
遊
び
が
体
験
で
き
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１３
日
㈬
～
１５
日
㈮
午
前
１０

時
～
午
後
３
時

□
と
こ
ろ
　
道
の
駅
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・

山
岡

　
　
道
の
駅
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・
山
岡
志

５
９
―
０
０
５
１

ザ
・
縁
日
ふ
る
さ
と
創
生
花
火

　
縁
日
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
ふ
る
さ

と
創
生
花
火
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
打
ち
上

げ
ら
れ
る
「
音
楽
花
火
」
は
、
２
社
の
花

火
師
に
よ
る
競
演
が
大
迫
力
で
す
。

□
と
き
　
８
月
１３
日
㈬
　
▽
縁
日
＝
午
後

３
時
　
▽
花
火
＝
午
後
８
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
岩
村
城
再
建
構
想
実
行
委
員
会
（
恵

南
商
工
会
岩
村
支
所
内
）
志
４
３
―
２
６

３
６明

智
町
納
涼
花
火
大
会

　
町
内
全
域
に
、
ご
う
音
が
鳴
り
響
く
尺

玉
や
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
、
約
１
０
０
０

発
を
打
ち
上
げ
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
や
バ
ザ
ー
な
ど
も
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１４
日
㈭
　
▽
バ
ザ
ー
＝
午

後
３
時
　
▽
花
火
＝
午
後
７
時
半

□
と
こ
ろ
　
大
正
村
広
場
（
浪
漫
亭
前
）

　
　
明
智
町
納
涼
花
火
大
会
実
行
委
員
会

（
明
智
振
興
事
務
所
内
）志
５
４
―
２
１
１

１寿
老
の
滝
出
店

　
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
の
癒
や
し
の
空
間

「
寿じ

ゅ

老ろ
う

の
滝
」
で
、
五
平
餅
な
ど
を
販
売

し
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１４
日
㈭
～
１７
日
㈰
午
前
１０

時
～
午
後
１
時
半
（
雨
天
は
出
店
な
し
）

□
と
こ
ろ
　
寿
老
の
滝
（
三
郷
町
）

　
　
市
観
光
協
会
三
郷
支
部
（
三
郷
振
興

事
務
所
内
）
志
２
８
―
１
０
０
１

飯
地
高
原
納
涼
夏
ま
つ
り

　
盆
踊
り
や
太
鼓
演
奏
、
出
店
、
抽
選
会

な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１４
日
㈭
午
後
６
時

□
と
こ
ろ
　
飯
地
コ
ミ
セ
ン
前
（
雨
天
の

場
合
は
飯
地
コ
ミ
セ
ン
）

　
　
飯
地
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
飯
地

振
興
事
務
所
内
）志
２
２
―
３
０
０
１

恵
那
ま
ち
な
か
市

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
軽
ト
ラ
市
、
飲

食
店
を
巡
る
「
ま
ち
の
み
市
」
な
ど
を
行

い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１４
日
㈭
午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
銀
座
通
り
（
大
井
町
）

□
そ
の
他
　
出
店
者
を
募
集
中
で
す
。

　
　
商
工
観
光
課
（
内
線
５
２
３
）

恵
那
納
涼
夏
祭
り
と
盆
踊
り

の
夕
べ

　
駅
前
通
り
を
主
会
場
と
し
て
、
縁
日
や

盆
踊
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１４
日
㈭
午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
駅
前
通
り

　
　
市
商
店
街
連
合
会
（
恵
那
商
工
会
議

所
内
）
志
２
６
―
１
２
１
１

上
矢
作
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
谷
あ
い
に
響
く
約
８
０
０
発
の
花
火
が

特
徴
。魚
つ
か
み
大
会
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１４
日
㈭
　
▽
魚
つ
か
み
＝

午
後
（
時
間
は
未
定
）　
▽
縁
日
や
盆
踊

り
、
打
ち
上
げ
花
火
＝
午
後
６
時

□
と
こ
ろ
　
▽
魚
つ
か
み
＝
福
寿
の
里
河

川
公
園
付
近
　
▽
縁
日
や
盆
踊
り
、
打
ち

上
げ
花
火
＝
上
矢
作
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
上

矢
作
振
興
事
務
所
内
）
志
４
７
―
２
１
１

１や
ま
お
か
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
盆
踊
り
や
イ
ベ
ン
ト
、
出
店
を
行
い
ま

す
。

□
と
き
　
８
月
１４
日
㈭
午
後
６
時

□
と
こ
ろ
　
山
岡
振
興
事
務
所
周
辺

　
　
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会
志
５

６
―
３
９
２
１

武
並
町
夏
ま
つ
り

　
盆
踊
り
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
、
有

志
に
よ
る
出
店
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１５
日
㈮
午
後
６
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

　
　
武
並
町
ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議
（
武

並
コ
ミ
セ
ン
内
）
志
２
８
―
２
４
２
７

毛
呂
窪
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

　
電
子
オ
ル
ガ
ン
演
奏
な
ど
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
、
大
道
芸
、
盆
踊
り
、
花
火
、
お

楽
し
み
抽
選
会
、出
店
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１６
日
㈯
午
後
６
時

□
と
こ
ろ
　
毛
呂
窪
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
笠
置

町
）（
雨
天
の
場
合
は
毛
呂
窪
体
育
館
）

　
　
毛
呂
窪
生
涯
学
習
推
進
委
員
会
（
樋

田
一
成
）
志
２
７
―
３
８
２
８

姫
栗
区
納
涼
夏
祭
り

　
市
消
防
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
や
盆
踊

り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
出
店
な
ど
を
行
い

ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１６
日
㈯
午
後
６
時
４５
分

□
と
こ
ろ
　
姫
栗
ふ
れ
あ
い
広
場
（
笠
置

町
）（
雨
天
の
場
合
は
笠
置
コ
ミ
セ
ン
）

　
　
姫
栗
区
納
涼
夏
祭
り
実
行
委
員
会

（
纐
纈
康
広
）志
０
９
０
―
１
４
７
２
―
９

７
８
０

み
さ
と
椋
実
区
夏
祭
り
　

　
盆
踊
り
や
花
火
、
出
店
、
た
ん
ぽ
ぽ
作

業
所
の
太
鼓
演
奏
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１６
日
㈯
午
後
６
時
４５
分

□
と
こ
ろ
　
椋
実
公
会
堂
（
三
郷
町
）

　
　
三
郷
振
興
事
務
所
志
２
８
―
１
０
０

１爪
切
地
蔵
尊
奉
納
花
火
大
会

　
綱
火
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
点
火
方
法
で

仕
掛
け
花
火
や
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
を
打

ち
上
げ
ま
す
。
約
３
５
０
年
の
歴
史
と
伝

統
技
法
を
伝
え
る
花
火
大
会
で
す
。

□
と
き
　
８
月
１６
日
㈯
午
後
７
時

□
と
こ
ろ
　
山
岡
町
久
保
原
爪
切
地
蔵
前

　
　
山
岡
振
興
事
務
所
志
５
６
―
２
１
１

１く
し
は
ら
盆
踊
り

　
盆
踊
り
や
屋
台
村
、
花
火
な
ど
を
行
い

ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１６
日
㈯
午
後
６
時

□
と
こ
ろ
　
く
し
は
ら
温
泉
マ
レ
ッ
ト
ハ

ウ
ス
い
っ
ぷ
く
前

　
　
く
し
は
ら
笑し

ょ
う

盆ぼ
ん

団
（
串
原
振
興
事
務

所
内
）
志
５
２
―
２
１
１
１

い
わ
む
ら
城
址
薪
能

　

　
岩
村
城
藩
主
邸
跡
に
あ
る
天
然
の
老
松

を
背
景
に
、
そ
の
夜
限
り
の
能
舞
台
を
特

設
し
て
開
催
す
る
野
外
能
で
す
。
こ
と
し

は
３０
回
を
記
念
し
て
岩
村
を
題
材
に
し
た

新
作
を
披
露
し
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
２３
日
㈯
　
▽
開
演
＝
午
後

５
時
半
　
▽
開
場
＝
午
後
４
時
半
　

□
と
こ
ろ
　
岩
村
城
藩
主
邸
跡

□
演
目
　
▽
能
＝
「
覇は

王お
う

」（
新
作
）　
▽

狂
言
＝
「
萩は

ぎ

大だ
い

名み
ょ
う

」

□
料
金
　
▽
大
人
＝
３
０
０
０
円
（
前
売

り
）、
３
５
０
０
円
（
当
日
）　
▽
中
高
校

生
＝
１
０
０
０
円

　
　
い
わ
む
ら
城じ

ょ
う

　し址
薪
能
実
行
委
員
会

（
ま
ち
並
み
ふ
れ
あ
い
の
舘
内
）
志
４
３

―
４
６
２
２

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略

問問

問

問

問

問 問

問

問問 問

問

問

問

問

問 問

問 問

問 問

▲大正村の上空を照らす豪快な花火

▲夢中で魚つかみをする子どもたち

▲木を使って工作を楽しむ▲駅前通りで盆踊りに参加
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「
地
域
に
伝
わ
る
発
酵
食
」

講
演
会

　
発
酵
食
は
健
康
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
良
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
元
で
み
そ
や

し
ょ
う
ゆ
を
製
造
販
売
し
て
い
る
方
か
ら

発
酵
食
の
正
し
い
知
識
を
学
び
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
１２
日
㈯
午
前
１０
時
半
～
正

午□
と
こ
ろ
　
市
中
央
図
書
館

　
　
市
中
央
図
書
館
志
２
５
―
５
１
２
０

手
作
り
絵
本
講
座

　
自
分
で
物
語
を
作
り
、
２
回
の
講
座
で

絵
本
に
仕
上
げ
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
２５
日
、
８
月
１
日
（
毎
回

金
曜
日
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半
（
全
２

回
）

□
と
こ
ろ
　
市
中
央
図
書
館

□
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
）

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す

　
　
　
　
市
中
央
図
書
館
志
２
５
―
５
１

２
０恵

那
の
昔
話

　　
広
報
「
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
」
に
連
載
さ

れ
た
「
ひ
が
し
み
の
の
昔
話
」
か
ら
、
市

内
１３
地
区
の
昔
話
と
挿
絵
の
色
紙
を
紹
介

し
ま
す
。

□
と
こ
ろ
　
市
中
央
図
書
館

□
開
催
期
間
　
７
月
２６
日
㈯
ま
で

　
　
市
中
央
図
書
館
志
２
５
―
５
１
２
０

絵
本
「
の
み
の
ぴ
こ
」
を
楽

し
も
う

　　「
武
並
朗
読
の
会
ど
ん
ぐ
り
」
と
一
緒

に
み
ん
な
で
絵
本
を
読
み
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
２７
日
㈰
午
後
１
時
半
～
２

時□
と
こ
ろ
　
市
中
央
図
書
館

　
　
市
中
央
図
書
館
志
２
５
―
５
１
２
０

読
書
感
想
文
講
座

　
読
書
感
想
文
を
書
く
こ
つ
を
学
び
ま

す
。

□
と
き
　
７
月
３１
日
㈭
❶
午
前
１０
時
～
１１

時
半
❷
午
後
１
時
半
～
３
時

□
と
こ
ろ
　
市
中
央
図
書
館

□
対
象
　
❶
小
学
校
低
学
年
の
親
子
❷
小

学
校
高
学
年
の
親
子

□
定
員
　
各
２０
組
（
先
着
順
）

　
　
　
　
市
中
央
図
書
館
志
２
５
―
５
１

２
０ゆ

か
た
で
涼
む
美
術
館

　
観
覧
料
を
無
料
に
し
、
夜
間
特
別
開
館

を
行
い
ま
す
。
来
館
者
の
皆
さ
ん
に
、
夏

ら
し
さ
や
涼
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な

お
も
て
な
し
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１４
日
㈭
午
前
９
時
半
～
午

後
８
時
（
入
館
は
午
後
７
時
半
ま
で
）

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
広
重
美
術
館

　
　
中
山
道
広
重
美
術
館
志
２
０
―
０
５

２
２ま

ち
か
ど
版
画
展
ｉ
ｎ
岩
村

町
勝
川
家

　
第
１０
回
広
重
賞
市
こ
ど
も
版
画
コ
ン

ク
ー
ル
で
特
別
賞
と
奨
励
賞
に
入
賞
し
た

作
品
４９
点
を
展
示
し
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
６
日
㈬
～
３１
日
㈰
午
前
９

時
～
午
後
４
時
半

□
と
こ
ろ
　
勝
川
家（
岩
村
町
）

□
料
金
　
無
料

　
　
中
山
道
広
重
美
術
館
志
２
０
―
０
５

２
２消

し
ゴ
ム
版
画
作
り

　
展
覧
会
「
浮
世
絵
っ
て
な
ん
だ
」
の
出

品
作
品
を
題
材
に
、
消
し
ゴ
ム
版
画
で
瓶

を
装
飾
す
る
ラ
ベ
ル
を
作
り
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
７
日
㈭
、
１０
日
㈰
午
後
１

時
半
～
４
時

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
広
重
美
術
館

□
対
象
　
小
学
校
低
学
年
以
上

□
定
員
　
各
２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
５
０
０
円

□
持
ち
物
　
飲
み
物
、
筆
記
用
具
（
Ｂ
２

な
ど
の
濃
い
鉛
筆
）、ペ
ン
、色
鉛
筆
、カ
ッ

タ
ー
ナ
イ
フ
、
空
き
瓶

□
受
付
開
始
日
　
７
月
１
日
㈫
　

　
　
　
　
中
山
道
広
重
美
術
館
志
２
０
―

０
５
２
２

　
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
無
料
開
放
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

学
校
の
プ
ー
ル
を
開
放

　
休
日
に
、
小
学
校
の
プ
ー
ル
を
市
民
の

皆
さ
ん
に
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

□
日
に
ち
　
▽
大
井
小
学
校
＝
７
月
２６
日

㈯
、
２７
日
㈰
　
▽
恵
那
北
小
学
校
＝
８
月

２
日
㈯
、
３
日
㈰
　
▽
長
島
小
学
校
＝
８

月
９
日
㈯
、
１０
日
㈰

□
時
間
　
午
後
１
時
～
３
時

□
対
象
　
市
内
在
住
か
在
勤
の
方
（
未
就

学
児
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

　
　
市
体
育
連
盟
志
２
５
―
６
４
７
８

市
民
プ
ー
ル
を
無
料
開
放

　
市
民
プ
ー
ル
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
２１
日
㈪
、
９
月
６
日
㈯
、

７
日
㈰

山
岡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
・
明

智
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

上
矢
作
プ
ー
ル

□
時
間
　
午
後
１
時
～
６
時

共
通

□
受
け
付
け
　
午
後
５
時
ま
で

　
　
市
体
育
連
盟
志
２
５
―
６
４
７
８

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
無
料
開
放

　
夏
休
み
期
間
中
は
、
週
に
１
日
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
テ
ニ
ス
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
７
月
２３
日
～
８
月
２０
日
（
毎
週

水
曜
日
）
午
前
９
時
～
午
後
９
時
半

□
と
こ
ろ
　
ま
き
が
ね
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト□
そ
の
他
　
無
料
開
放
は
、
１
組
１
コ
ー

ト
で
２
時
間
以
内

　
　
市
体
育
連
盟
志
２
５
―
６
４
７
８

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る

水
泳
教
室

　
平
成
２４
年
に
行
わ
れ
た
岐
阜
国
体
の

１
０
０
㍍
バ
タ
フ
ラ
イ
で
優
勝
し
た
原
翔

太
選
手
を
講
師
に
迎
え
、
水
泳
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
３０
日
㈬
午
後
１
時
半
～
３

時
（
受
け
付
け
は
午
後
１
時
～
１
時
半
）

□
と
こ
ろ
　
山
岡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル

□
対
象
　
市
内
在
住
の
小
中
学
生
で
２５
㍍

以
上
泳
げ
る
方

□
定
員
　
３０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料

□
受
け
付
け
開
始
　
７
月
１５
日
㈫
午
前
９

時　
　
　
　
市
体
育
連
盟
志
２
５
―
６
４
７

８　　
市
中
央
図
書
館（
伊
藤
文
庫
）と
中
山
道

広
重
美
術
館
の
催
し
を
紹
介
し
ま
す
。

英
語
で
お
は
な
し
会

　
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
が
英
語
の
本
を
読

ん
で
く
れ
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
１２
日
㈯
午
後
２
時

□
と
こ
ろ
　
市
中
央
図
書
館

　
　
市
中
央
図
書
館
志
２
５
―
５
１
２
０

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　

問

問

学 

ぶ

問

問

問

▲友達や家族と学校のプールで泳ぐ

問

問問

動 

く

問

▲親子で読書感想文の書き方を学ぶ

申
・
問

申
・
問

申
・
問

▲自然に囲まれたコートでテニスを楽しむ

▲入賞した版画作品を展示

申
・
問

７月

２１日㈪
市民プール無料開放

（山岡・明智 B&G 海洋センタープール、
上矢作プール）

２３日㈬ テニスコート無料開放（８月２０日㈬ま
で）

２６日㈯ 学校プール市民無料開放
（大井小学校）

２７日㈰ 学校プール市民無料開放
（大井小学校）

３０日㈬ トップアスリートによる水泳教室

８月

 ２日㈯ 学校プール市民無料開放
（恵那北小学校）

 ３日㈰ 学校プール市民無料開放
（恵那北小学校）

        ９日㈯ 学校プール市民無料開放
（長島小学校）

１０日㈰ 学校プール市民無料開放
（長島小学校）

９月

 ６日㈯
市民プール無料開放

（山岡・明智 B&G 海洋センタープール、
上矢作プール）

 ７日㈰
市民プール無料開放

（山岡・明智 B&G 海洋センタープール、
上矢作プール）

７月

１２日㈯
英語でおはなし会

「地域に伝わる発酵食」講演会

２５日㈮ 手作り絵本講座（１回目）

２７日㈰ 絵本「のみのぴこ」を楽しもう

３１日㈭ 読書感想文講座

８月
 １日㈮ 手作り絵本講座（２回目）

 ７日㈭ 消しゴム版画作り

 ８日㈭ まちかど版画展 in 岩村町勝川家
（３１日㈯まで）

１０日㈰ 消しゴム版画作り

１４日㈭ ゆかたで涼む美術館
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問　：問い合わせ

炭
化
に
す
る
設
備
を
休
止

　
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
は
、
ご
み

を
焼
却
す
る
方
式
で
な
く
、
Ｒ
Ｄ

Ｆ
化
し
、
さ
ら
に
炭
化
し
て
燃
料

と
し
て
再
利
用
で
き
る
方
式
を
採

用
し
た
画
期
的
な
施
設
と
し
て
、

平
成
１５
年
４
月
に
稼
働
を
始
め
ま

し
た
。

　
炭
化
し
た
も
の
は
、
県
内
の
セ

メ
ン
ト
工
場
な
ど
に
助
燃
剤
と
し

て
出
荷
し
活
用
し
て
き
ま
し
た
。

Ｒ
Ｄ
Ｆ
の
状
態
で
も
燃
料
な
ど
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
は
、
さ
ら
に
炭
化
さ
せ
た
も
の

で
な
い
と
、
引
き
取
り
先
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
Ｒ
Ｄ
Ｆ
に
し
た
も
の
を
炭
化
す

る
た
め
に
は
、
約
１
０
０
台
の
機

械
を
通
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
施

設
稼
働
か
ら
１０
年
を
経
過
し
、
機

械
の
整
備
や
補
修
に
は
、
年
々
経

費
が
掛
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
最
近
は
、
化
石
燃
料
の
高
騰
や

固
形
燃
料
を
取
り
巻
く
環
境
が
変

化
し
て
き
て
お
り
、
Ｒ
Ｄ
Ｆ
が
見

直
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
Ｒ
Ｄ
Ｆ
の

引
き
取
り
先
の
見
通
し
も
明
る
く

な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
４
月

か
ら
は
、
炭
化
設
備
を
休
止
し
、

Ｒ
Ｄ
Ｆ
ま
で
の
処
理
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

灯
油
の
量
を
抑
え
る
工
事

　
炭
化
設
備
の
休
止
に
よ
り
、
今

ま
で
よ
り
も
機
械
点
数
が
半
分
程

度
と
な
る
た
め
、
多
額
の
補
修
経

費
や
電
力
費
が
削
減
さ
れ
る
見
込

み
で
す
。
ま
た
今
ま
で
の
24
時
間

稼
動
が
15
時
間
稼
動
と
な
る
た

め
、
労
務
費
も
削
減
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
灯
油
の
使
用
量
は
、

こ
れ
ま
で
の
約
２
倍
程
度
必
要
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
炭
化
す
る

と
き
の
工
程
で
発
生
し
て
い
た
炭

化
ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
使
用
し
て

い
た
も
の
が
、
使
用
で
き
な
く

な
っ
た
た
め
で
す
。
こ
の
た
め
、

新
た
に
熱
交
換
器
の
設
置
工
事
を

行
い
、
今
後
の
灯
油
量
や
二
酸
化

炭
素
の
排
出
の
削
減
を
図
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

工
事
の
間
は
他
市
へ
搬
出

　
工
事
を
行
う
７
月
末
か
ら
９
月

末
に
か
け
て
は
、
施
設
の
操
業
を

停
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
の

間
、
各
家
庭
か
ら
の
ご
み
は
、
他

市
へ
搬
出
し
、
処
理
を
し
て
も
ら

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
処
理

費
は
、
処
理
し
て
も
ら
う
ご
み
の

量
に
応
じ
て
支
払
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
間

は
特
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ご
み

の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
、
ご
み
の
削
減
に
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
を
機
会

に
正
し
い
分
別
方
法
を
理
解
し
て

い
た
だ
き
、
今
後
も
引
き
続
き
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
対
し
て
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

家
庭
ご
み
の
減
量
化
に
協
力
を

処
理
方
法
の
変
更
に
伴
い
改
造
工
事

　
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
で
は
、
可
燃
ご
み
を
処
理
し
て
、
Ｒ
Ｄ
Ｆ
（
ご
み
固
形
燃
料
）
化
し
、
さ

ら
に
炭
に
す
る
処
理
を
し
て
、ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
本
年
度
か
ら
は
、

処
理
方
法
を
変
更
。
炭
に
す
る
処
理
を
取
り
や
め
、
Ｒ
Ｄ
Ｆ
ま
で
の
処
理
に
し
て
い
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
処
理
方
法
切
り
替
え
に
伴
っ
て
改
造
工
事
を
行
う
た
め
、
７
月
末
か
ら
９

月
末
ま
で
操
業
を
停
止
し
ま
す
。
こ
の
期
間
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
ご
み
処
理
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
ご
み
減
量
化
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
志
２
６
―
４
３
８
９

　家庭から分別収集された生ごみや紙ごみ、プラスチックなどの可
燃ごみを破砕や乾燥し、接着剤や石灰などを加えて練り上げてから
圧縮し、円筒状（ペレット）にします。これがＲＤＦで、体積は元
のごみの約２分の１となります。
　製造されたＲＤＦは、発熱量が調整された固形燃料となり、発電
機やボイラーなどの燃料に使用されています。石灰や土砂、セメン
ト、軽量骨材などの焼成や焼
結の熱源としても有効活用さ
れています。
　エコセンター恵那から出荷
するＲＤＦは、企業でボイラー
用の燃料として使用されてい
ます。

「ＲＤ
Ｆ」って

何のこと？

ごみから作られる固形燃料です

▲円筒状のＲＤＦ

　
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
は
、

ご
み
の
処
分
場
で
あ
る
と
同

時
に
、
ご
み
を
原
料
に
し
た

代
替
燃
料
の
生
産
工
場
で

す
。
良
質
な
Ｒ
Ｄ
Ｆ
を
作
る

た
め
に
協
力
く
だ
さ
い
。

●
生
ご
み
の
水
を
よ
く
切
る

　
ご
み
に
含
ま
れ
る
水
分
が

１０
㌫
以
下
で
な
い
と
、
良
質

な
Ｒ
Ｄ
Ｆ
が
で
き
ま
せ
ん
。

生
ご
み
の
水
切
り
を
し
っ
か

り
し
て
く
だ
さ
い
。
　

●
ご
み
に
金
属
を
入
れ
な
い

　
ご
み
を
小
さ
く
す
る
破
砕

機
に
硬
い
も
の
が
入
る
と
壊

れ
て
し
ま
い
、
ご
み
処
理
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
特
に
金
属
類
は
、
必
ず

不
燃
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
塩
ビ
は
不
燃
ご
み
に

　
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
は
、
ボ
イ

ラ
ー
の
腐
食
の
原
因
に
な
る

塩
素
を
生
み
出
し
ま
す
。
燃

料
と
し
て
使
用
で
き
な
く
な

る
の
で
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
が

含
ま
れ
る
も
の
は
、
不
燃
ご

み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▲家庭から集めた可燃ごみをかき混ぜる作業

みご を      らす 「３Ｒ」 作戦

リ
サイクル

Ｒ

ｅ
ｃｙ

ｃｌｅ

再
生利用リデュース

Ｒｅｄｕｃｅ

発生抑制

リユース

Ｒｅｕｓｅ

再使用

●買い物にはマイバッグを持参する。
●過剰包装を断り、簡易包装を選ぶ。
●衣料品はリフォームなどして長く使う。
●使い捨て製品は、なるべく使わない。
●詰め替え製品など、廃棄する割合の少
ないものを選ぶ。

●空き缶や空き瓶、牛乳パックなどの容
器は、資源回収や販売店での回収に出す。
●決められた分別方法を守りごみを出す。
●古新聞や古雑誌、段ボール、古布など
は資源回収などに出す。
●生ごみは、堆肥としての利用を考える。

●要らなくなった紙は、メモ用紙にする。
●繰り返し使用できる瓶（リターナブル瓶）
を使用した製品を選ぶ。
●要らなくなった物は、友達に譲ったりバ
ザーやリサイクル店に提供したりする。

減

良
質
な
Ｒ
Ｄ
Ｆ
生
産

の
た
め
に
協
力
を

エコセンター恵那
の処理が一時停止

問
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　　

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
申
請

の
受
け
付
け

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
老
人

保
健
施
設
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な

ど
を
利
用
し
た
と
き
の
食
費
や
居

住
費
を
減
額
す
る
認
定
の
申
請
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

□
対
象
　
世
帯
全
員
が
市
民
税
非

課
税
の
方

□
受
付
場
所
　
高
齢
福
祉
課
か
最

寄
り
の
振
興
事
務
所

□
減
額
期
間
　
申
請
し
た
月
の
初

日
か
ら
翌
年
７
月
３１
日
ま
で

問
　
高
齢
福
祉
課
（
内
線
１
２
３
）

　
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が
全

国
の
宝
く
じ
売
り
場
で
発
売
さ
れ

ま
す
。
こ
と
し
は
１
等
が
４
億

円
。
ま
た
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

６
０
０
０
万
も
同
時
販
売
し
ま

す
。

　
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
利
用
さ
れ
ま
す
。

□
販
売
期
間
　
７
月
４
日
㈮
～
25

日
㈮

□
当
せ
ん
金

【
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
】

▽
１
等=

４
億
円
×
26
本
　
▽
１

等
の
前
後
賞=

各
１
億
円
　
▽
１

等
の
組
違
い
賞=

10
万
円
　
▽
２

等=

１
０
０
０
万
円
×
52
本  

▽

３
等=

１
０
０
万
円
×
２
６
０
０

本
　
▽
４
等=

１
万
円
　
▽
５

等=

３
０
０
０
円
　
▽
６
等=

３
０
０
円

【
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
６
０
０
０

万
】

▽
１
等=

６
０
０
０
万
円
×
90

本
　
▽
２
等=

６
０
０
万
円
×
１

８
０
本
　
▽
３
等=

６０
万
円
×
１

８
０
０
本
　
▽
４
等=

６
万
円   

▽
５
等=
６
０
０
０
円
　
▽
６
等

=

３
０
０
円

問
　
財
務
課
（
内
線
３
５
４
）

　
生
活
困
窮
や
事
業
不
振
の
た
め

に
、
ど
う
し
て
も
市
税
を
納
期
限

ま
で
に
納
付
で
き
な
い
場
合
は
、

事
情
に
応
じ
た
納
付
方
法
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
27
日
㈰
午
前
９
時

～
午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
税
務
課
（
市
役
所
会

議
棟
）　

□
持
ち
物
　
納
税
通
知
書
か
督
促

状
や
催
告
書
、
認
印

□
そ
の
他
　
当
日
は
市
税
の
納
付

も
受
け
付
け
ま
す
。
日
時
で
都
合

が
つ
か
な
い
方
は
、
税
務
課
ま
で

連
絡
く
だ
さ
い
。
平
日
の
相
談
時

間
は
、
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

15
分
で
す
。

※
市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
せ

ず
、
納
税
相
談
な
ど
も
な
い
場
合

に
は
、
地
方
税
法
及
び
国
税
徴
収

法
の
規
定
に
基
づ
き
「
財
産
の
差

し
押
さ
え
」
な
ど
の
滞
納
処
分
を

行
い
ま
す

問
　
税
務
課
（
内
線
５
０
７
）

防
火
管
理
者
の
資
格
取
得
講
習
を

開
催

　
防
火
管
理
者
（
甲
種
）
の
資
格

取
得
の
た
め
の
講
習
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
５
日
㈫
、
６
日
㈬

午
前
９
時
～
午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
市
消
防
防
災
セ
ン

タ
ー

□
対
象
　
事
業
所
で
管
理
的
、
監

督
的
な
地
位
に
あ
る
方

□
定
員
　
６０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
と

し
て
４
０
０
０
円
が
必
要
）

□
申
し
込
み
方
法
　
消
防
署
に
あ

る
申
込
書
を
記
入
の
上
、
消
防
本

部
予
防
課
へ
直
接
申
し
込
む
。
申

込
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w

w
.city.ena.lg.jp/

）
か
ら

も
取
得
で
き
ま
す
。

□
締
め
切
り
　
７
月
25
日
㈮

申
　
問
　
予
防
課
志
２
６
―
０
１

１
９

　
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
使
っ

て
生
ご
み
処
理
が
で
き
る
こ
と
を

学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
台
所
か
ら
出
さ
れ
る
生
ご
み

は
、
家
庭
ご
み
の
お
よ
そ
30
㌫
を

占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
生
ご
み
を

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
と
貴
重
な
資
源

（
堆
肥
）
と
な
り
ま
す
。
家
庭
菜

園
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な
ど
に
利
用

し
て
、
き
れ
い
な
草
花
や
お
い
し

い
野
菜
な
ど
を
育
て
て
み
ま
せ
ん

か
。

□
と
き
　
７
月
19
日
㈯
午
前
９
時

半
～
11
時

□
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ

ザ
（
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
南
側
）

□
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
２
０
０
０
円
前
後
（
材

料
費
）

※
市
民
エ
コ
会
議
で
半
額
を
補
助

申
　
問
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ

志
２
５
―
１
５
１
５
（
月
・
火
曜

日
休
館
）

家
庭
や
地
域
で
青
少
年
の
非
行
防

止
を

　
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
犯
罪
や
薬
物
へ
の
誘
惑
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
危
険
が
潜
ん
で
い
ま

す
。
家
庭
や
学
校
、
地
域
で
も
力

を
合
わ
せ
て
、
非
行
や
被
害
防
止

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

□
取
り
組
む
内
容

❶
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
係
る

非
行
や
犯
罪
被
害
防
止
対
策
の
推

進❷
有
害
環
境
へ
の
適
切
な
対
応

❸
薬
物
乱
用
対
策
の
推
進

❹
不
良
行
為
や
初
発
型
非
行
（
犯

罪
）
な
ど
の
防
止

❺
再
非
行
（
犯
罪
）
の
防
止

❻
い
じ
め
や
暴
力
行
為
な
ど
の
問

題
行
為
へ
の
対
応

❼
青
少
年
の
福
祉
を
害
す
る
犯
罪

被
害
の
防
止

問
　
生
涯
学
習
課 

志
４
３
―
２
１

１
２
（
内
線
３
４
２
）

●保険証（被保険者証）を更新します

　後期高齢者医療制度の保険証（後期高齢者医療被保険者証）
を７５歳以上で市内に住所がある全ての方と、一定の障がいが
あり後期高齢者医療制度に加入
している６５歳から７４歳の方に
交付します。現在の保険証の有
効期限は７月３１日㈭までです。
８月１日㈮からは７月中に送付
する新しい保険証を使用してく
ださい。新しい保険証は、薄い
青色に変更になります。
●平成２６年度の保険料は県平均1人当たり年４６３円増額

　後期高齢者医療保険の保険料は、被保険者全員が等しく負担
する「均等割額」と被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」
の合計となります。本年度の保険料は、昨年中の所得を基に個
人単位で計算されます。県平均では 1 人当たり年間 463 円の
増額となりました。
　５月末までに県の後期高齢者医療制度の被保険者になった方
には、７月中旬に「後期高齢者医療保険料額決定通知書」を送
付します。保険料額や納付方法が記載されていますので、確認
ください。
【保険料の決まり方】

 平成２６年度の保険料　＝　均等割額　＋　所得割額

※均等割額は、被保険者 1人当たり４１,８４０円
※所得割額は、被保険者の所得×７.９９㌫（所得割率）
※被保険者の所得は、総所得金額などから基礎控除の３３万円
を引いた額
●保険料の支払いが難しいとき

　保険年金課では、保険料に関する相談を受け付けています。
失業や災害などで支払いが困難な場合は、早めに相談ください。
　十分な収入や資産などがあるにもかかわらず、保険料を納め
ない場合には、法律の定めにより滞納処分が行われることがあ
ります。
●保険料の支払いを年金から口座振替に変更できます

　保険料は、口座振替での支払いに切り替えることができます。
口座振替による支払いを希望する方は、問い合わせください。
問　保険年金課（内線１５１）

後期高齢者医療

保険証は８月１日に切り替えです

問

▲

新
し
い
被
保
険
者
証
は

薄
い
青
色

用途 収容人数
老人短期入所施設、救護施設など
の自力避難困難者が入所する社会
福祉施設など

１０人以上

遊技場、飲食店、物品販売店、旅
館、病院など不特定多数の人が出
入りする建物など

３０人以上

共同住宅、学校、工場、事務所な
ど特定の人が出入りする建物など ５０人以上

防火管理者の選任が必要な防火対象物

　市では「ふるさと納税制度」に
よる寄付金を、市内や市外を問わ
ず、多くの方から募っています。
　６月からは、利便性の向上と寄
付者の申請などの軽減を図るた
め、インターネットでの申請とク
レジットカードやコンビニエン
ス決済、ペイジー決済を導入し、
２４時間３６５日の申し込みが可能
となりました。
　また感謝の気持ちを伝えるた
め、2万円以上寄付された方には、
市の特産品を贈らせていただきま
す。（寄付額により特産品を 1点
選択できます）
□対象　どなたでも寄付できま
す。
□申し込み方法　 ▽インターネッ
トでの寄付＝市ウェブサイト
（http://www.city.ena.lg.jp/）
の「ふるさと応援寄付金」のペー
ジから手続きする　 ▽申請書での
寄付＝郵送かファクス、電子メー
ル、直接の方法で、〒509-7292
（住所不要）恵那市役所総合政策課、

思 25-6150、死 sougouseisaku
@city.ena.lg.jp―へ申し込む
□その他　寄付金は、市民のまち
づくり基金に積み立て、寄付して
いただいた方一人一人の思いをま
ちづくりに生かしています。
問　総合政策課ふるさと活力推進
室（内線３８２）　

▲クレジットカードが使用可能に

▲寄付のお礼に特産品を贈呈（一例）

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で

生
ご
み
処
理
講
座

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認

定
申
請
を
受
け
付
け

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

と
ミ
ニ
６
０
０
０
万

防
火
管
理
者
の
資
格
取
得

講
習

家
庭
や
地
域
で
青
少
年
の

非
行
防
止
を

市
税
の
休
日
納
付
相
談

案
内

申
・
問

問

問

問

問

問

方法の追加とお礼の贈呈

申
・
問

７月

青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
強
調
月
間

寄付で地域へ貢献「ふるさと納税制度」
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　　

　
市
で
は
、
男
女
の
出
会
い
の
場

を
提
供
す
る
「
婚
活
イ
ベ
ン
ト
」

を
開
催
す
る
団
体
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

□
対
象
　
結
婚
を
目
的
と
し
た
男

女
の
出
会
い
を
提
供
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
本
年
度
中
に
１
回
以
上
開
催

し
、次
の
二
つ
に
該
当
す
る
団
体
。

❶
３
人
以
上
の
市
民
で
構
成
す
る

団
体
（
見
合
い
パ
ー
テ
ィ
ー
や
結

婚
支
援
を
業
務
と
す
る
法
人
は
対

象
外
）
❷
市
民
の
結
婚
支
援
を
目

的
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

団
体

□
定
数
　
５
団
体
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
、
事
業
計
画
を
審
査
し

決
定
）

□
補
助
限
度
額
　
１０
万
円
／
団
体

□
申
し
込
み
方
法
　
❶
申
込
書
❷

団
体
の
概
要
書
❸
企
画
提
案
書
❹

事
業
概
要
見
積
書
―
を
作
成
の

上
、
持
参
す
る
か
電
子
メ
ー
ル
、

郵
送
で
申
し
込
む

□
締
め
切
り
　
７
月
31
日
㈭

□
そ
の
他
　
市
が
イ
ベ
ン
ト
の
周

知
な
ど
の
支
援
を
し
ま
す
。

申
　
問
　
〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
恵
那
市
役
所
総
合
政

策
課
ふ
る
さ
と
活
力
推
進
室
（
内

線
３
８
２
）、
死enagurashi@

city.ena.lg.jp

　
市
で
は
、
定
住
促
進
事
業
の
一

環
と
し
て
、
移
住
定
住
希
望
者
を

対
象
に
農
業
や
文
化
、
地
域
住
民

と
の
交
流
な
ど
、
市
内
の
暮
ら
し

を
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
募
集

し
ま
す
。

□
対
象
　
次
の
全
て
を
満
た
す
事

業
。
❶
３
人
以
上
の
市
民
で
構
成

す
る
団
体
が
定
住
促
進
事
業
と
し

て
意
欲
的
に
行
う
事
業
❷
移
住
定

住
に
必
要
な
支
援
が
継
続
的
に
行

え
る
団
体
が
行
う
事
業
❸
７
月
１

日
㈫
～
平
成
２７
年
２
月
２８
日
㈯
ま

で
の
事
業

□
内
容
　
農
業
体
験
や
文
化
交
流

体
験
、
生
活
体
験
、
食
の
体
験
な

ど□
定
数
　
５
事
業
程
度
（
応
募
者

が
多
数
の
場
合
は
、
参
加
予
定
者

や
実
施
内
容
な
ど
の
事
業
計
画
を

審
査
し
て
決
定
）

□
補
助
限
度
額
　
１０
万
円
／
事
業

（
体
験
事
業
に
掛
か
る
経
費
の
一

部
を
補
助
）

□
申
し
込
み
方
法
　
❶
申
込
書
❷

団
体
の
概
要
書
な
ど
❸
事
業
提
案

書
❹
事
業
の
概
算
見
積
書
―
を
作

成
の
上
、
持
参
か
電
子
メ
ー
ル
、

郵
送
で
提
出
す
る

□
締
め
切
り
　
７
月
31
日
㈭

□
そ
の
他
　
市
が
イ
ベ
ン
ト
の
周

知
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

申
　
問
　
〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
恵
那
市
役
所
総
合
政

策
課
ふ
る
さ
と
活
力
推
進
室
（
内

線
３
８
２
）、
死enagurashi@

city.ena.lg.jp

　市では、木造一戸建て住宅以外の建築物耐震診断
費補助事業を創設しました。希望の方は申し込みく
ださい。
□対象　❶昭和 56年 5月31日以前に着工された
市内に現存する建築物で、木造の一戸建て住宅以外
のもの❷指定された方法で耐震診断を実施するもの
❸建築物の所有者などが行う耐震診断であること
※この他にも条件があるので、詳しくは窓口までお
尋ねください
□受付期間　7月15日㈫～ 31日㈭（受付期間後に
募集件数に達しない場合は、随時受け付けます。）
□定数　5棟（抽選）
□補助額　補助対象事業費の 3分の 2（100万円
が上限）
□その他　補助対象となる事業費は、戸建て住宅が
最大 13万円まで、戸建て住宅以外が最大 150万円
までです。規模に応じて金額の制限があります。
問　　　都市住宅課（内線２３７）

木造住宅耐震補強工事費補助の申し込み募集

　木造住宅の無料耐震診断に加えて、木造住宅耐震
補強工事費補助金の受付を開始しました｡
□対象　❶昭和56年 5月31日以前に着工された
市内に現存する 2階建て以下の木造住宅であるこ
と❷指定された方法で耐震診断を実施し、補強が必
要であると診断されていること❸昭和56年 6月 1
日以降に増築されていないこと❹県が指定する講習
を受けた者の中から、設計者と工事監理者を選ぶこ
と❺一定基準値以上となる耐震補強工事であること
❻工事着手以前に申請すること
※この他にも条件があるので、詳しくは窓口までお
尋ねください
□定数　10棟（先着順）
□補助額　補強工事費の7割（140万円が上限）
□その他　木造住宅の無料耐震診断は、先着100戸
限定です。希望の方は早めに申し込みください。
問　　　都市住宅課（内線２３７）

広重の風景版画から涼しげ
な水辺の風景を紹介。広重の
青色の世界をお楽しみくだ
さい。

７月６日㈰、８月３日㈰は、市民の日（市民に限り観覧料が無
料）。当日、受付係に「恵那市民です」と伝えてください。
　　

中山道広重美術館志２０-０５２２問

歌川広重（当館所蔵）

《五十三次名所図会》
「四　神奈川　臺

だい

の茶屋
海上見はらし」

　
市
で
は
、
振
興
事
務
所
の
臨
時

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

□
定
員
　
１
人

□
対
象
　
普
通
自
動
車
免
許
が
あ

り
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
操
作

の
で
き
る
方

□
業
務
内
容
　
振
興
事
務
所
の
一

般
事
務
補
助

□
勤
務
先
　
笠
置
振
興
事
務
所

□
勤
務
条
件
　
▽
賃
金
＝
６
０
０

０
円
／
日
（
雇
用
保
険
加
入
、
通

勤
距
離
に
よ
り
通
勤
手
当
支
給
有

り
）　
▽
勤
務
時
間
＝
月
１５
日
勤

務
（
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
）

□
採
用
予
定
日
　
８
月
１
日
㈮

□
申
し
込
み
方
法
　
履
歴
書
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
添
え
、

笠
置
振
興
事
務
所
へ
持
参
す
る

□
締
め
切
り
　
７
月
１５
日
㈫

□
採
用
試
験
　
面
接
（
面
接
日
７

月
１８
日
㈮
）

申
・
問
　
笠
置
振
興
事
務
所
志
２

７
―
３
１
５
５

　
回
想
法
学ま

な
び

舎や

を
開
催
し
ま
す
。

回
想
法
は
、
脳
の
活
性
化
を
図
る

認
知
症
予
防
の
療
法
の
一
つ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
回
想
法
学
舎
に

参
加
し
て
、
懐
か
し
い
思
い
出
を

語
り
合
い
、
回
想
法
を
体
験
し
な

が
ら
学
び
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
７
月
30
日
、８
月
６
日
、

20
日
、
27
日
、
９
月
３
日
、
10
日
、

17
日
、
24
日
（
８
月
13
日
を
除
く

毎
週
水
曜
日
）（
全
８
回
）
午
前

10
時
半
～
正
午

□
と
こ
ろ
　
明
智
回
想
法
セ
ン

タ
ー
（
明
智
町
）

□
対
象
　
市
内
在
住
で
65
歳
以
上

の
方

□
定
員
　
10
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
） 

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
方
法 

　
電
話
で
申

し
込
む

問
・
申
　
明
智
回
想
法
セ
ン
タ
ー

志
５
４
―
４
０
５
６
（
月
曜
日
定

休
）

市封筒（角２・長３）への広告主募集

　市では、一般業務で使用する封筒（角
２・長３封筒）に掲載する広告主を募集
します。これは、自主財源の確保や広告

主などの営業活動の支援などを目的とし
ているものです。
□内容　角２（縦１２㌢×横１０㌢）と長
３（縦８㌢×横10㌢）の封筒裏面に単
色（緑色）で広告を掲載
□対象　法人と個人
□募集枠　 ▽角２＝４枠　 ▽長３＝２枠
□料金　１枠５万円（税抜き）から（申
し込み後に入札を行います）
□申し込み方法　財務課に備え付けの申
請書に記入の上、申し込む
※申請書は市ウェブサイト（http://www.
city.ena.lg.jp/）からも取得できます
□締め切り　７月３１日㈭　
問　　　財務課（内線３５６）

広
告

広
告

広
告

広
告

広告
広告

申・問

申・問

申・問

募
集

婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
団

体

回
想
法
学
舎
の
生
徒

笠
置
振
興
事
務
所
の
臨
時

職
員

恵
那
の
暮
ら
し
を
体
験
で

き
る
イ
ベ
ン
ト

企画展

「涼を呼ぶ浮世絵」

７/２１㈪まで

申
・
問 建築物耐震診断費を補助

申
・
問

市の封筒への広告主を募集 木造耐震補強工事費を補助

申
・
問

申
・
問

▲会場の明智回想法センター

▲岩村の町や家を歩いて見学するイベント
▲角２封筒（左）と長３封筒（右）の広告位置の
イメージ

13 122014.7.1 広報えな



申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

　
立
村
３０
周
年
を
迎
え
た
日
本
大

正
村
で
、
記
念
式
典
と
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
８
月
２
日
㈯
午
後
１
時

（
開
場
は
午
後
０
時
半
）

□
と
こ
ろ
　
明
智
か
え
で
ホ
ー
ル

□
内
容
　 

▽
第
１
部
＝
式
典
　

▽
第
２
部
＝
司
葉
子
村
長
、
竹
下

景
子
さ
ん
（
女
優
）、
安
田
文
吉

氏
（
東
海
学
園
大
学
教
授
）、
市

長
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
　
▽
第

３
部
＝
相
田
翔
子
さ
ん
（
歌
手
）

に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

□
そ
の
他
　
入
場
に
は
整
理
券
が

必
要
で
す
。
７
月
８
日
㈫
午
前
８

時
半
か
ら
、
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

と
大
正
村
観
光
案
内
所
で
１
人
１

枚
ま
で
無
料
配
布
し
ま
す
。

　
　
日
本
大
正
村
観
光
案
内
所
志

５
４
︱
３
９
４
４

　
動
画
を
撮
っ
て
、「
青
い
山
の

麓ふ
も
と

［
え
な
］
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
」
に
応
募
し
ま
せ
ん

か
。
事
前
に
動
画
の
撮
り
方
を
学

ぶ
映
画
塾
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
部
門

□
テ
ー
マ
　「
な
が
れ
」

□
作
品
時
間
　
５
分
ま
で

※
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
重
視
し
ま
す

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル 1m

in

部
門

□
テ
ー
マ
　
自
由

□
作
品
時
間
　
１
分
ま
で

※
携
帯
電
話
な
ど
で
撮
影
し
た
も

の
も
気
軽
に
応
募
く
だ
さ
い

共
通

□
締
め
切
り
　
９
月
３０
日
㈫

□
応
募
方
法
　
電
子
メ
ー
ル
か
恵

那
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
コ
ン
テ
ス

ト
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://

ena-m
ovie.com

/

）か
ら
エ
ン

ト
リ
ー
す
る

※
応
募
詳
細
や
映
画
塾
の
日
程
は

エ
ン
ト
リ
ー
後
に
連
絡
し
ま
す

　
　
　
　
ア
ミ
ッ
ク
ス
コ
ム
志
２

０
︱
３
２
５
２
、糸s-m

ovie@
am

ixcom
.jp

　
小
学
生
が
全
５
回
の
セ
ミ
ナ
ー

を
通
し
て
株
式
や
税
金
な
ど
に
つ

い
て
学
び
、
社
会
の
仕
組
み
を
知

る
体
験
学
習
で
す
。

□
と
き
　
▽
第
１
回
＝
７
月
２６
日

㈯
午
後
１
時
　
▽
第
２
回
（
合
宿

セ
ミ
ナ
ー
）
＝
９
月
６
日
㈯
午
前

１０
時
～
７
日
㈰
正
午
　
▽
第
３
回

＝
１０
月
２５
日
㈯
午
前
１０
時
　
▽
第

４
回
＝
１１
月
８
日
㈯
午
後
１
時
　

▽
第
５
回
＝
１１
月
２２
日
㈯
午
後
１

時
（
全
５
回
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
商
工
会
議
所
他

□
内
容
　
▽
第
１
回
＝
ル
ー
ル
説

明
、
模
擬
会
社
設
立
、
商
品
計
画

作
成
、
保
護
者
の
役
割
説
明
　
▽

第
２
回
＝
合
宿
セ
ミ
ナ
ー
で
の
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
、
出
資
者
募

集
、
借
入
申
し
込
み
　
▽
第
３
回

＝
販
売
実
践
計
画
を
基
に
販
売
　

▽
第
４
回
＝
決
算
報
告
書
作
成
、

借
入
金
返
済
、
利
益
分
配
　
▽
第

５
回
＝
決
算
発
表
会
、
表
彰
式

※
第
１
回
は
保
護
者
の
方
も
参
加

く
だ
さ
い
。
ま
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

□
対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
校

５
・
６
年
生

※
チ
ー
ム
単
位
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
（
５
人
で
１
チ
ー
ム
）

□
料
金
　
５
０
０
０
円
／
人
（
合

宿
費
や
保
険
料
な
ど
を
含
む
）

　
　
　
　
恵
那
産
業
博
覧
会
実
行

委
員
会
事
務
局
志
２
６
︱
１
２
１

１□
対
象
　
小
学
校
２
年
生
～
高
校

生□
練
習
時
間
　
毎
週
土
曜
日
午
前

９
時
半
～
１１
時
半

□
と
こ
ろ
　
中
コ
ミ
セ
ン

□
料
金
　
１
０
０
０
円
／
月

□
申
し
込
み
方
法
　
紙
に
❶
氏
名

❷
住
所
❸
電
話
番
号
❹
学
校
名
❺

学
年
❻
保
護
者
名
︱
を
明
記
し
練

習
時
間
に
中
コ
ミ
セ
ン
に
持
参
す

る
か
フ
ァ
ク
ス
、
電
話
で
申
し
込

む　
　
　
　
市
少
年
少
女
合
唱
団
志

思
０
５
７
３
︱
６
３
︱
２
２
７
７

　　
小
学
生
が
２
泊
３
日
で
市
内
約

５０
㌔
の
完
歩
を
目
指
す
、
青
少
年

育
成
事
業「
恵
那
て
く
て
く
の
旅
」

の
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１
日
㈮
〜
３
日
㈰

□
行
程

　
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
を
ス

タ
ー
ト
し
明
智
か
え
で
ホ
ー
ル
に

ゴ
ー
ル
し
ま
す

□
内
容
　
❶
歩
行
サ
ポ
ー
ト
（
３

日
間
の
う
ち
１
日
小
学
生
と
一
緒

に
歩
く
）
❷
給
水
・
先
導
後
備
❸

生
活
・
食
事
サ
ポ
ー
ト
❹
休
憩
所

設
営
❺
記
録
・
安
全
サ
ポ
ー
ト

□
料
金
　
❶
２
０
０
０
円
（
Ｔ
シ

ャ
ツ
や
笠
代
、
保
険
料
を
含
む
）

※
❷
～
❺
は
サ
ポ
ー
ト
内
容
の
詳

細
と
併
せ
て
連
絡
し
ま
す

□
対
象
　
１８
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の

健
康
な
方

□
締
め
切
り
　
７
月
１５
日
㈫

□
申
し
込
み
方
法
　
第
８
回
恵
那

て
く
て
く
の
旅
ブ
ロ
グ（http://

enajc2014.blog.jp

）か
ら
申

込
書
を
取
得
し
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む

　
　
　
　
恵
那
て
く
て
く
の
旅
協

議
会
（
恵
那
青
年
会
議
所
内
）
志

２
５
︱
９
４
０
１
、
思
２
５
︱
７

７
４
６

　
自
由
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
れ
ん

を
中
山
道
の
軒
先
に
飾
り
出
来
映

え
を
競
う
、
の
れ
ん
コ
ン
テ
ス
ト

を
１１
月
に
開
催
し
ま
す
。
あ
な
た

の
力
作
を
応
募
く
だ
さ
い
。
布
地

が
必
要
な
方
は
用
意
し
ま
す
（
木

綿
５
０
０
円
、
麻
１
０
０
０
円
）。

※
詳
細
は
長
島
町
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

osashim
a.tow

n-ena.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い

□
受
付
期
間
　
９
月
１
日
㈪
～
２９

日
㈪

□
応
募
方
法
　
中
山
道
大
井
塾
に

郵
送
か
直
接
持
ち
込
む

　
　
中
山
道
大
井
塾
（
明
治
天
皇

行
在
所
）
〒
５
０
９
︱
７
２
０
１

大
井
町
８
０
志
２
５
︱
０
３
７
０

（
火
・
水
曜
日
は
休
館
）

　
　
中
山
道
の
れ
ん
コ
ン
テ
ス
ト

実
行
委
員
会
志
２
５
︱
１
２
８
５

　
本
格
的
な
藍
染
め
コ
ー
ス
か
ら

ク
レ
ヨ
ン
や
絵
の
具
で
絵
を
描
く

手
軽
な
コ
ー
ス
ま
で
あ
り
ま
す
。

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
気
軽
に
参

加
く
だ
さ
い
。
出
来
上
が
っ
た
作

品
は
の
れ
ん
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
２７
日
㈰
、
８
月
５

日
㈫
午
前
９
時
～
午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
中
コ
ミ
セ
ン

□
内
容
　
❶
草
木
染
め
、
藍
染
め

の
本
格
的
な
コ
ー
ス
（
両
日
参
加

で
き
る
方
）
❷
草
木
染
め
、
あ
か

ね
の
一
度
染
め
コ
ー
ス
（
ど
ち
ら

か
１
日
参
加
で
き
る
方
）
❸
化
染

料
を
使
っ
た
染
め
コ
ー
ス
（
ど
ち

ら
か
１
日
参
加
で
き
る
方
。
半
日

で
も
可
）
❹
染
め
な
し
お
手
軽
コ

ー
ス
（
ど
ち
ら
か
１
日
参
加
で
き

る
方
。
半
日
で
も
可
）

※
❶
と
❷
は
事
前
に
布
を
取
り
に

き
て
、
下
準
備
や
あ
る
程
度
の
デ

ザ
イ
ン
考
案
を
し
ま
す

□
料
金
　
５
０
０
円
（
生
地
代
と

材
料
費
を
含
む
）

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

　
　
　
　
中
山
道
の
れ
ん
コ
ン
テ

ス
ト
実
行
委
員
会
志
２
５
︱
１
２

８
５

　
視
覚
障
が
い
者
児
の
パ
ソ
コ
ン

ク
ラ
ブ
（
Ｂ
Ｐ
Ｃ
）
は
、
こ
れ
か

ら
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
い
方
や

も
う
少
し
研
究
し
て
み
た
い
と
い

う
方
に
お
薦
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

で
す
。
初
心
者
に
は
個
別
指
導
も

行
い
ま
す
。
見
学
も
可
能
で
す
。

受
講
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
１２
日
、
８
月
２３
日

（
毎
回
土
曜
日
）
午
前
９
時
半
～

正
午

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー 

□
対
象
　
視
覚
障
が
い
者
児
の
方

や
そ
の
家
族
、
友
人

□
定
員
　
１０
人
程
度
（
先
着
順
）

□
内
容
　
視
覚
障
が
い
者
向
け
の

各
種
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
パ
ソ
コ

ン
を
体
験
し
ま
す
。

□
料
金
　
無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

□
そ
の
他
　
両
日
と
も
正
午
～
午

後
２
時
に
交
流
会
が
あ
り
ま
す
。

出
前
ラ
ン
チ
（
実
費
）
を
希
望
の

方
は
事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
大
上
俊
子
志
２
５
―
３

１
１
７

　　
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
通
し
て
、
社

会
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
見
学
も
歓

迎
で
す
。
受
講
者
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い

ま
す
。

□
と
き
　
▽
水
曜
日
コ
ー
ス
＝
７

月
２
日
～
８
月
２７
日
午
前
１０
時
～

正
午
、
午
後
１
時
～
３
時
　
▽
金

曜
日
コ
ー
ス
＝
７
月
４
日
～
８
月

２９
日
午
前
１０
時
～
正
午
、
午
後
１

時
～
３
時

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
途
中
参
加
も
可
能
で
す

□
と
こ
ろ
　
▽
水
曜
日
コ
ー
ス
＝

中
コ
ミ
セ
ン
　
▽
金
曜
日
コ
ー
ス

＝
岩
村
振
興
事
務
所
（
７
月
１１
日

と
８
月
８
日
は
岩
村
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

□
対
象
　
市
内
に
在
住
し
、
障
害

者
手
帳
を
持
つ
方
、
難
病
疾
患
の

方
、
６５
歳
以
上
の
高
齢
者

□
定
員
　
各
７
人
（
先
着
順
）

□
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
入
門
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
な
ど
の
基
礎

□
料
金
　
２
５
０
円
／
回
（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
）

□
持
ち
物
　
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

（
パ
ソ
コ
ン
が
な
い
方
に
は
、
先

着
４
台
ま
で
貸
し
出
し
ま
す
）

　
　
　
　
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
サ

ポ
ー
ト
え
な
（
山
田
）
志
０
９
０

―
７
０
４
７
―
５
６
４
９

　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ
ブ
ン

か
８エ
イ
ト

、８
・
１

を
使
い
、
文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方
な
ど
、
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
学
び
ま

す
。

□
と
き
　
８
月
５
日
～
２６
日
（
毎

週
火
曜
日
）
午
前
９
時
半
～
１１
時

半
（
全
４
回
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー 

□
定
員
　
１８
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
７
０
０
円
（
別
途
テ
キ

ス
ト
代
が
必
要
で
す
）

□
受
付
期
間
　
７
月
１２
日
㈯
午
前

１０
時
か
ら
開
講
日
前
日
ま
で
。
初

め
て
受
講
す
る
方
は
、
７
月
２８
日

㈪
ま
で
に
申
し
込
め
ば
優
先
さ
れ

ま
す
。

□
そ
の
他
　
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
分
か

ら
な
い
方
、
他
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の

方
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
ク

ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５
―
９

７
２
７
　

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ
ベントや各種募集などを市内に周知するため
のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に
関する掲載はできません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　総合政策課
広報広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

▲世界に一つだけののれんを手作り

▲夏休みに３日かけて市内を歩く

Ｂ
Ｐ
Ｃ
パ
ソ
コ
ン
教
室
の

受
講
生
を
募
集

日
本
大
正
村
立
村
３０
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講

座
の
受
講
生
を
募
集

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

の
受
講
生
を
募
集

問

申
・
問

申
・
問

シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
コ
ン

テ
ス
ト
の
作
品
を
募
集

ジ
ュ
ニ
ア
エ
コ
ノ
ミ
―
カ

レ
ッ
ジ
の
参
加
者
を
募
集

第
８
回
恵
那
て
く
て
く
の

旅
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

市
少
年
少
女
合
唱
団
の
団

員
を
募
集

の
れ
ん
コ
ン
テ
ス
ト
の
作

品
を
募
集

の
れ
ん
染
め
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
受
講
生
を
募
集

申

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問

申
・
問
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１
歳
に
な
り
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス
と
話
題

輝
く
恵
那
人

NEWS&

TOPICS

人
と
ま
ち

恵
那
の
今
を

お
届
け
し
ま
す

　「第1回恵那南地区中学校あり方検討委員会」が岩村
振興事務所で開催されました。少子化に伴う生徒数の減
少を踏まえ、恵那南地区やＰＴＡ、保護者会の代表らで
委員会を組織。中学校の適正規模や配置などについて審
議します。内容は、市ウェブサイトで公表しています。

南地区中学校の在り方を検討 ６月６日

父 母

父 母

父 母父 母

父 母

お
誕
生
日

お
め
で
と
う
！

募集中

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
総合政策課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）

　８月に１歳の誕生日を迎
えるお子さんの写真を募集
します。写真（なるべく１
人で胸から上で顔全体が
写っているもの）の裏に❶
住所❷氏名（ふりがな）❸
生年月日❹性別❺電話番号
❻両親の氏名❼２８字以内
のコメント❽ケーブルテレ
ビ放映の可否－を添えて、
７月１５日㈫までに申し込
んでください。
　申し込み多数の場合は先
着順で掲載します。

　笠置山なんじゃもんじゃウオーキングが開催され、市
内外から約110人が参加し、笠置山山頂を目指しまし
た。中腹にある国の天然記念物の「ヒトツバタゴ」は、
これから花が咲く状態でしたが、参加者は大きな木の前
で足を休め、見上げたり、写真を撮ったりしていました。

　
健
康
福
祉
祭
が
ま
き
が
ね
公
園
で
行
わ
れ
、
約
２
２
０
０
人
の

来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
18
団
体
が
29
の
コ
ー
ナ
ー

を
開
設
。
来
場
者
は
、
手
軽
に
で
き
る
検
査
で
自
分
の
体
の
状
態

を
知
っ
た
り
、
減
塩
料
理
を
学
ん
だ
り
し
て
、
健
康
へ
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。
ま
た
２
本
の
ポ
ー
ル
を
使
っ
て
運
動
効
果
を
高
め

る
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
ク
」
を
習
う
人
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

手軽に自分の健康をチェック

林 樹
いつき

くん

歩いて笠置山山頂を目指す 5月25日

　5月29日は、語呂合わせで「こんにゃくの日」。串原
のマレットハウス前では、串原保育園の園児らに、串に
刺した状態のこんにゃくにみそを絡める料理が振る舞わ
れました。園児らは、みそを絡めるのを楽しんだ後、お
いしそうに夢中で食べていました。

おいしいこんにゃくに夢中 5月29日

幼稚園で未就園児と触れ合う 5月27日

　恵那農業高校園芸科学科の3年生40人が、大井町の
畑で野菜の苗を植えました。この畑は、10年以上耕作
されていなかった土地を、3月に同校の生徒らが耕作で
きるように整備した場所。生徒らは、８班に分かれ、成
長を願いながら丁寧に苗を植えていました。

整備した耕作放棄地で苗植え 5月29日

　大井幼稚園で、未就園児の子どもとその保護者を招い
て、「楽しい広場」が開催されました。この日は、0か
ら2歳児の19人が同園を訪問。園児と仲良く手をつな
いで大きな輪を作ったり、リズム遊びをしたり、リレー
をしたりして、楽しく触れ合いました。

尚徳さん 樹奈さん

１
歳
お
め
で
と
う

！
松
原
家
の
ア
イ

ド
ル
♡
笑
顔
で
大

き
く
な
ー
れ
！

松原 英
ひ で

智
の り

くん

健樹さん 美幸さん

樹
く
ん
１
歳
お
め

で
と
う
！
い
っ
ぱ

い
食
べ
て
い
っ
ぱ

い
遊
ぼ
う
ね
！

大井町

馬場 拓
た く

摩
ま

くん

大井町

♡
祝
１
歳
♡
甘
え

ん
坊
た
っ
く
ん
★

君
の
笑
顔
で
み
～

ん
な
幸
せ
♡

西尾 杏
あ ん

夏
な

ちゃん

明智町

誠さん 愛里さん

祝
１
歳
☆
生
ま
れ

て
き
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
♡
す
く

す
く
育
っ
て
ね
♡

北野 結
ゆ

菜
な

ちゃん
大井町

父 母裕恭さん 小百合さん

１
歳
お
め
で
と
う

☆
笑
顔
い
っ
ぱ
い

で
元
気
に
育
っ
て

ね
！

小森 心
み

結
ゆ

ちゃん

大井町

明さん 理絵さん

１
歳
お
め
で
と
う

☆
笑
顔
で
元
気
い

っ
ぱ
い
大
き
く
育

っ
て
ね
♡
♡
♡

坂内 大
た い

晟
せ い

くん

大井町

裕介さん 綾那さん

１
歳
お
め
で
と
う

☆
こ
れ
か
ら
も
た

く
さ
ん
遊
ん
で
大

き
く
な
っ
て
ね
♡

父 母
山内 敦

あ つ

貴
き

くん
武並町

聖司さん 美穂さん

１
歳
お
め
で
と
う

！
元
気
に
育
っ
て

ね
。

７月生まれ

6月1日

大井町

父 母努さん あすかさん父 母
長谷川 侑

ゆ

茉
ま

ちゃん

長島町

恭由さん 真紀さん

１
歳
お
め
で
と
う

！
隼
兄
ち
ゃ
ん
と

仲
良
く
元
気
に
大

き
く
な
っ
て
ね
♡

父 母
北原 那

な

砂
ず な

ちゃん

大井町

茂昭さん 純江さん

生
ま
れ
て
も
う
１

年
。
髪
も
早
く
生

え
る
と
い
い
ね
！

（
笑
）
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　「
農
家
を
目
指
し
て
い
る
人
を
育
て
、

支
え
て
い
く
こ
と
が
自
分
の
使
命
」
と
語

る
の
は
、
上
矢
作
町
で
ト
マ
ト
農
家
を
営

ん
で
い
る
梅
本
広
市
さ
ん
。

　
梅
本
さ
ん
は
、
ト
マ
ト
農
家
と
し
て
３０

年
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
。
農
業
関

係
の
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
ト
マ
ト

農
家
を
始
め
た
が
、
分
か
ら
な
い
事
ば
か

り
で
、
最
初
は
失
敗
だ
ら
け
の
日
々
だ
っ

た
。
何
度
も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
失

敗
と
経
験
を
重
ね
な
が
ら
、
自
分
の
頭
と

体
で
ト
マ
ト
作
り
を
覚
え
て
い
っ
た
。
平

成
２１
年
か
ら
は
、
ト
マ
ト
農
家
を
始
め
た

い
就
農
希
望
者
に
１
年
間
の
研
修
の
場
を

設
け
、指
導
者
と
し
て
も
活
動
し
て
い
る
。

　
就
農
希
望
者
を
研
修
生
と
し
て
受
け
入

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
農
業
を
始
め

た
い
が
ど
う
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い

と
い
う
人
が
増
え
、
市
か
ら
依
頼
が
来
た

こ
と
が
切
っ
掛
け
だ
っ
た
。「
新
し
く
農

家
に
な
り
た
い
人
を
迎
え
入
れ
る
の
は
と

て
も
う
れ
し
い
。
自
分
に
と
っ
て
も
刺
激

に
な
り
相
乗
的
に
支
え
合
え
る
」と
話
す
。

　
し
か
し
農
業
は
生
易
し
い
覚
悟
で
で
き

る
仕
事
で
は
な
い
。
研
修
を
終
え
て
就
農

し
て
も
、
十
分
な
収
入
が
得
ら
れ
る
ま
で

に
は
時
間
が
か
か
る
。
自
然
が
相
手
な
の

で
、
天
候
不
順
や
災
害
な
ど
想
定
外
の
事

が
起
こ
る
。「
経
済
的
だ
け
で
な
く
精
神

的
に
も
肉
体
的
に
も
厳
し
い
仕
事
だ
と
い

う
事
を
、
研
修
で
で
き
る
だ
け
伝
え
、
そ

れ
で
も
や
り
た
い
と
い
う
覚
悟
を
持
っ
た

人
に
就
農
し
て
ほ
し
い
」と
真
剣
に
話
す
。

　
農
業
は
決
し
て
辛
い
ば
か
り
で
は
な

い
。
ど
こ
に
で
も
あ
る
物
を
た
だ
売
る
の

で
は
な
く
、
そ
こ
に
し
か
な
い
物
を
そ
こ

で
し
か
で
き
な
い
作
り
方
で
作
り
、
そ
れ

を
欲
し
い
と
言
っ
て
く
れ
る
人
に
買
っ
て

も
ら
う
の
が
農
家
に
と
っ
て
最
高
の
喜
び

だ
。そ
の
喜
び
を
知
り
、辛
い
状
況
に
な
っ

て
も
踏
み
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
る
農
家

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
で
研
修

に
力
を
注
い
で
い
る
。

　「
多
く
の
人
に
ト
マ
ト
作
り
の
面
白
さ

を
知
っ
て
ほ
し
い
。
農
家
に
な
り
た
い
人

だ
け
で
な
く
、
少
し
で
も
ト
マ
ト
作
り
に

興
味
が
あ
る
人
は
気
軽
に
う
ち
の
農
園
に

遊
び
に
来
て
ほ
し
い
」と
笑
顔
で
話
し
た
。 ▲トマト作りの厳しさも喜びも教える

未来のトマト農家育成
農家を目指す若者に研修の場を提供

梅
う め

本
も と

 広
こ う

市
い ち

 さん　58 歳

上矢作町漆原

恵那で輝いている旬な人を紹介します

□プロフィール

昭和５４年に農業を始め、トマトの他に菌床
シイタケや米などを作っている。平成２１年か
ら就農希望者の受け入れを開始。

2014.7.1 広報えな
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親子で仲良く茶わん作り

 みさと保育園で親子陶芸が行われ、5 歳児20人と保護
者が抹茶の茶わん作りに挑戦しました。園児たちは、粘
土遊びの感覚で、楽しそうに粘土を丸めたり、ひも状に
伸ばしたりしました。最終段階では、保護者も園児と一
緒になって、きれいな形に仕上げていました。

ほお葉ずし作ってあげるね

　やまびこ保育園で「ほお葉ずし会」が行われました。
この会は、5 歳児が中心になって、ほお葉ずしを作る行
事です。具は園児たちが採ってきて皮をむいたハチクな
ど８種類。5 歳児は、こぼれないように慎重に具材を載
せて、低年齢児たちに、ほお葉ずしを作ってあげました。

プール開き前に園児が掃除

　岩村保育園でプール掃除とプール開きが行われまし
た。年長児 48 人は、水着に着替え、雑巾やスポンジを
手にし、水が少し入ったプールで、壁や床を磨きました。
掃除が終わると、いよいよプール開き。園児たちは、水
しぶきを楽しむなどして大はしゃぎでした。

操法で中野方分団が３連覇

　恵那スケート場で、第 10 回市消防協会操法大会が開
催され、小型ポンプ操法で技や速さが競われました。出
場者は、仲間の団員から「気を抜くな」「最後までしっ
かり」などの声援を受け、真剣な表情で操法を披露しま
した。結果は、中野方分団が３年連続の優勝でした。

大正村のバラ園に音楽が響く

　日本大正村のバラ園で 6 月 5 日から 11日間、バラ祭
りが開催され、250種類 900本の色とりどりのきれい
なバラが来園者を楽しませました。特設ステージでは、
ハーモニカやトランペットなどの演奏、テノール独唱な
どが行われ、バラ園内に響き渡りました。

音楽であふれた１日を楽しむ

　中野方小学校の体育館で、ほたるコンサートが開催さ
れました。この日は、フルートオーケストラ（名古屋
市）の演奏の他、中野方小学校の児童や PTA の合唱、
地元サークルのバイオリン演奏などが行われました。約
350人の来場者は、音楽であふれた１日を楽しみました。

6月6日6月8日

6月10日6月14日

6月21日 6月16日
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皆さんの
大好きな風景を
気軽に応募くだ
さい！

『広報えな』は環境に優しい再生
紙を使用しています。またインキ
は石油系ではなく、
地球に優しい植物
油を使用したもの
で印刷しています。

▲市メール配信サービス
　（登録用ＱＲコード）
　

音声告知放送の文字版ページ

▲

　（閲覧用ＱＲコード）

▲市ウェブサイト
  （閲覧用ＱＲコード）
あなたの知りたい情
報を分かりやすく提
供しています。

【File No.　　 ヒカリゴケ ひかりごけ】

　ヒカリゴケは、冷涼な地域の岩陰や洞穴など直射日光が入
らず薄暗く湿った所に自生している。植物体は原糸体を伴っ
ており、この原糸体がレンズ状の細胞から成る。これに光が
当たると黄緑色に光る。色は蛍の光に似ているが、蛍のよう
に自ら発光しているわけではない。
　ヒカリゴケが生育するには、気温や湿度、入射光量などの
微妙な環境条件が必要。気温の上昇や乾燥などわずかな環境
変化にも弱く、枯死してしまう非常にもろい植物である。
　笠置山のヒカリゴケは、山頂から少し笠置町側に下った所
の岩陰に自生している。昭和３４年に県の天然記念物に指定
され、保護されている。触れたり採取したりすることは絶対
に禁物。

　笠置山は、山頂付近の物見岩まで道路が整備されており、大変行きやすい。ヒカリゴケ
は岩場にあるので、見学には足元に注意が必要である。また物見岩からの眺めは素晴らし
く、市街地が一望できる。

陶土採掘場の変化の素晴らしさ
と、山岡町釜屋から原地内への
新道路のバイパス、遠方のアル
プスの冠雪の美しさは絶景です。

ふるさとの絶景

　　　　　　写真か画像データと❶住所❷氏名（ふりがな）❸電話番号
❹題名❺写真の場所（町名）❻お薦めの理由（７０字以内）―を記入した
用紙を持参するか郵送、電子メールで総合政策課広報広聴係へ提出する。

長島町　春
かすが

日井
い

 進
すすむ

さん

次号は

７月１５日号

発行日は

７月１５日㈫です

広報えな No.２２３
２０１４年（平成２６年）

７月１日発行

『広報えな』７月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１０．９円（税込み）です。

（撮影地：山岡町原）

□応募方法

伝えたい、守りたい、まちの宝物
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